これに 対して、 探偵 袋 猫々 は 曰く、 「烏啼 天 駆の 如き 

ぼうじゃくぶじん はびこ 

傍若無人の 兇賊 を 現代に 蔓ら せて おく こと は、 わが 

国 百万の 胎児 を 神経質に し、 将来 恐怖政治 時代 を 発生 

せしめる 虞れ が ある。 兇賊 烏 啼天駆 は 一 日 も 早く 絞首 

台 へ 送ら ざ る ベ からず、 而 して 今日 彼 を 彼処 へ 送り 得 

お ま A 

る 能力 ある 者 は、 僕 猫々 を 措いて 外にな し」 と。 

賊天 駆と 探偵 猫々 と、 どっちの 言 分が 正しい のか、 

今 はこ こに ちゃんと 割 切つ てみ せて 答 を 出す 必要 はな 

かろう。 それよりも ここに 一筆して おかなければ なら 

ない こと は、 かれ 烏啼天 駆が この頃 何 を 悟った もの か 

「健全なる 社会経済 を 維持す るた めに は、 何人と いえ 



がら、 実は やっぱり 常日頃、 心の 隅に 探偵 猫々 の 姿 を 

貼りつ けて、 多少 気にして いるものと 見える。 

ぼだいしん 

とにかく、 彼 天 駆が そういう 風に 菩提心 を 起した こ 

と は、 き 早く 機関誌 「ザ • プロ シ ー デ ングス • ォブ - 

ザ • インス チチュ ー ト • ォブ • 二 ツボン • スッパ • ェ 

ンド • オシ コミ」 に 記載せられ、 会員 及び 広く 被害 性 

大衆に 一 大 感動 を 与えた ことだった。 この 記事 を 読ん 

で 会員の 一 人で ある 掏摸 与太郎 は 慨歎した。 「する て 

えと、 電車の 中で 五 百 円 紙幣 を 稼ぐ ために は、 おいら 

は 背中に チヨ コレ —， ^の 入った 大きな 包 を 背負つ て電 

車に 乗 込ま なきや ならね えぞ。 こい つ はどう も 不便な 



こ つた！」 
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闇 成金の 莂谷勘 一郎 氏の 許へ、 その 朝 恐るべき 

「J ようはく じょ-つ 

脅迫状が 舞い こんだ。 

〃脅迫状。 拝啓、 来る 十 一 月 十 一 日 を 期し、 貴殿 

まゆこ ゆうかい 

夫人 繭 子 どの を 誘拐いた すべく 候 間お 渡し 下され 

たく、 万一 それに 応ぜざる とき は 貴殿 は 不偷决 な 



る 目に 遭うべく 候。 右 念のため。 草々 敬具。 烏啼 

天狗 生 拝， 

ていちょう いんぎん きわ 

まことに 念入りな 鄭重 慇憝を 極めた 脅迫状で あ つ 

た。 しかしい くら 鄭重 慇憝 でも、 脅迫状 は 嬉しくない。 

しょうりょ じゅ つ こう 

受取人の 莂谷勘 一 郎は 焦慮 熟考 の 末、 一つ の 成案 を 

得た。 

(こういう 事件 は、 警察へ 話す よりも、 先ず 袋 猫々 探 

偵に 相談した 方が いい。 あの 探偵なら、 烏啼 天狗 専門 

だから …… ) 

天 駆と 書き、 あるいは 天狗と 書く。 これ は 彼の その 

ときの 気持 次第で ある。 世人 は 漸く この 奇賊を 



烏天狗と は 呼び 始めた。 

被 脅迫者の I 刈 谷 氏 は、 この 段、 繭 子 夫人まで 報告し 

おどろ 

て あま リ愕 かない こと を 要望した。 袋 猫々 探偵なら、 

奇賊 烏啼を 扱う に は 誰よりも 心得て いるだろう から、 

奇賊 をして 繭 子 夫人に 一 指 を も 染めさせない であろう 

と、 善良に して 慈愛に 富む 夫 は 述べた ことだった。 し 

かし 夫人 は 夫君の 説明の 後で、 烏啼 天狗の 脅迫状の 真 

蹟を ひろげて 見る に 及んで、 声 も 立てずに 長椅子の 中 

に 気絶して しま つ た。 

莂谷氏 は 入念な 変装の のち、 ひそかに 袋 猫々 探偵の 

事務所 を 訪問した。 



先生 だけの こと は ある」 

「叱 ッ。 大きな 声 はいけ ません。 …… よろしい か、 こ 

の 事は大 秘密です ぞ」 
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さて 十 一 月 十 一 日の 当日、 莉谷邸 は 警官隊で 取 囲み、 

ものものしい 警戒ぶ りであった。 

だが 時刻 は 移っても、 怪しい 者の 姿 は 一向 現われず、 



見張りの 者 は少々 待ち 疲れの 態であった。 すると 正午 

のちよ つと 前、 警察の 自動車が、 一台、 表に ついた。 

中から 現われた の は 警視で、 二人の 警部補 を 随 えて 

いた。 

「や あ。 ご苦労 じ や。 まだ 賊は 現われん かね」 

「はい。 どういう わけ か、 まだ 現われません」 

「もう 現われる 頃 じ や、 警戒 厳重に な」 

「はい」 

「莂谷 氏に 会って みたい。 案内して くれん か」 

「はい。 どうぞ こちらへ 」 

警視と I 刈 谷 一 家との 会見 は、 頗 る 風 変り な もの だ つ 



た。 警視 は、 莂谷 夫妻に 両手 を あげる ようにお 願いし、 

室内に いる 警官た ちに も 同様の 姿勢 をと るよう に 強要 

した。 そうして 置いて 警視の 一行 は、 I 刈 谷 夫人 繭 子の 

頭から 毛布 を 被せ、 玄関先に 待たせて おいた 自動車で 

搬び 去った ので ある。 玄関先に も 警官隊が いたが、 そ 

ういう 場合、 階級の 上の 警視に 指揮権が あ つたので、 

彼に 手伝って 莂谷 夫人 を 自動車に 搬び 入れる 手伝い を 

し、 そして 敬礼 をして お送りした のだった。 平常 割 切 

れる答 を 出す ように 習慣 づ けられた 幾人 かの 彼ら は、 

警視が I 刈 谷 夫人 を 他へ 移して、 烏啼 天狗の 誘拐 行為に 

対抗す るの だと 考えた。 



判明せ ず、 この 事件 を 話題と して 満都は 沸き立つ てい 

る。 

その 中に 平静なる 朝の 湖面の 如き 者 は、 I 刈 谷 氏 只 ひ 

とりだった。 

氏 は 夫人 失踪の 第三 日 を 迎えよう が、 四日 目に なろ 

うが、 痛痒 を 感じなかった。 もっとも 氏 は、 探偵 猫々 

から 夫人の 隠匿 場所 を 知らされて いなかつ たので、 そ 

の 日 その 日に 於け る 夫人の 安否 を 確かめる こと はでき 

うちわば なし 

なかった けれど、 氏 だけの 内輪 話で は、 あの 積極的な 

夫人から たとえ 三日たり とも 解放せられ たこと は 寿命 

を 数年間の ばし 得た 結果と なる 由で あ つ た。 



「いや、 そうで もありません よ、 莂 谷さん。 大事な 奥 

さま を 一 度 あの 後宮の 空気で 刺戟した 日に や、 失礼な 

がら あなた は 永生 きが出来ません よ。 —— それ は それ 

として、 私 は烏啼 について 新しく 語るべき もの を 持つ 

て 帰りました」 

みやげ 

「お土産で すか」 

「正にお 土産です。 帰り 際になる と、 私 は 女 執事から 

このような 立派な ダイヤ 入りの ブロ ー チを 貰いました _ 

小さい けれど これ は 間違いな く ダイヤモンドです。 か 

の 女 執事の いう ことに は、 これ は 主人が あなたへ のお 

支払と してお 渡しす る もの だから 持つ て 帰る ようにと 



その 言葉に 間違いはなかった。 それから 三十 分 間 後 

に、 繭 子 夫人 は 無事 莂谷 邸へ 帰着した のだった。 氏 は 

安心した し、 夫人 は 薔薇色の 頰を 輝かして 夫君に 抱き 

つ いた。 

これで 繭 子 夫人 誘拐事件 はもう すっかり 片づ いた I 

I ようで は あるが、 実は まだ 少し 語るべき ことが 残つ 

ている。 
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